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市民ワークショップについて 

１ 開催状況 

開催日時 会場 参加者数 

６月５日（土）14 時～15 時 30 分 市役所本庁舎７階委員会室 １１名 

６月６日（日）14 時～15 時 30 分 市役所本庁舎７階委員会室 １１名 

○男性:18 人 女性:4 人 ○平均年齢 56.0 歳 (70 代 6 人、60 代 4 人、50 代 5 人、40 代 4 人、30 代 1 人、20 代 1 人、10 代 1 人） 

 

２ 各班の提案 

（１）6/5(土)①班【５名】 

機能 
選択者数 

跡地に必要と思う主な活用策 
メイン サブ 

Ａ 教育・学習・ 

  芸術・文化 
3 0 

美術館、音楽ホール（300人）、観光コンベンション機能

と物産館機能、カルチャーセンター、美術館（展示機能） 

Ｂ 医療・福祉・ 

  健康増進 
0 0 － 

Ｃ 憩いの場・ 

  コミュニティ 
1 2 

多目的小ホール（イベント用）、子ども食堂（孤立化防止）、

自由に出入りできる屋内スペース 

Ｄ 娯楽・レジャー 0 0 － 

Ｅ オープンスペース 1 1 
多機能コミュニティ広場、自由度の高い広場など、イベ

ントなどができたりする広場 

【班のまとめ】 

 ①教育・学習・芸術・文化を充実するため、市民（コミュニティ）のための美術館を中心に、多

目的ホールやイベント広場として活用します。 

 

（２）6/5(土)②班【６名】 

機能 
選択者数 

跡地に必要と思う主な活用策 
メイン サブ 

Ａ 教育・学習・ 

  芸術・文化 
2 2 ミュージアム、文化施設、多目的ホール、アート 

Ｂ 医療・福祉・ 

  健康増進 
0 0 － 

Ｃ 憩いの場・ 

  コミュニティ 
1 1 

芝生広場とし子育て機能を充実させる、移住・定住につ

ながる活用、鳥取ならではというキーワード 

Ｄ 娯楽・レジャー 0 1 映画館 

Ｅ オープンスペース 3 0 市場、多用な活用 

【班のまとめ】 

 ①オープンスペースを充実するため、広場を中心に出店しやすい工夫をした市場などとして活

用します。 

 ②教育・学習・芸術・文化及びオープンスペースを充実するため、文化施設・市民ギャラリー、

広場などを中心に市民の交流の場として活用します。 

 ③教育・学習・芸術・文化を充実するため、ミュージアムを中心に鳥取の歴史、文化の発信の場

として活用します。 
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（３）6/6(日)①班【５名】 

機能 
選択者数 

跡地に必要と思う主な活用策 
メイン サブ 

Ａ 教育・学習・ 

  芸術・文化 
4 1 

童謡・唱歌・マンガのコーナー、子ども喫茶＋国際交流

喫茶、こども文庫、童画の展示、楽器演習、スポーツジ

ム、囲碁、将棋の常打室、総合防災教育研修センターの

設置、市内の防災跡を巡るルートのスタート地点、市民

会館を改装して文化的施設、いろいろな機能を統合、音

楽ホール、小さな美術館、小さな図書館、映画館、遷喬・

久松・醇風統合小学校、遷喬義務教育学校、NHK文化セン

ター、多機能ホール（300人位まで）、コンサートホール、

講演、映画 

Ｂ 医療・福祉・ 

  健康増進 
0 0 － 

Ｃ 憩いの場・ 

  コミュニティ 
0 2 公民館、市立美術館 

Ｄ 娯楽・レジャー 0 1 スーパーマーケット、プラネタリウム、天文台 

Ｅ オープンスペース 1 0 子ども遊園(例：重箱緑地）、芝生のフリースペース 

【班のまとめ】 

 ①教育・学習・芸術・文化及びオープンスペースを充実するため、子供たちの学びを中心に、環

境学習や防災学習の場（総合防災教育研修センター）やこども遊園として活用します。 

 ②教育・学習・芸術・文化を充実するため、鳥取市ゆかりの文化人をたたえる美術館を中心とし

て活用します。 

 ③中心市街地での住みよい環境づくりを推進するため、小中学校の充実強化やスーパーの誘致

等に活用します。 

 

（４）6/6(日)②班【６名】 

機能 
選択者数 

跡地に必要と思う主な活用策 
メイン サブ 

Ａ 教育・学習・ 

  芸術・文化 
2 1 図書館、学校、若者の応援拠点 

Ｂ 医療・福祉・ 

  健康増進 
0 0 － 

Ｃ 憩いの場・ 

  コミュニティ 
1 0 人が集まる、滞在する場所 

Ｄ 娯楽・レジャー 0 0 － 

Ｅ オープンスペース 3 1 広場、花壇・ガーデン、多目的広場 

【班のまとめ】 

 ①教育・学習・芸術・文化及びオープンスペースを充実するため、若者の拠点・広場として活用

します。 

 ②教育・学習・芸術・文化を充実するため、図書館として活用します。 

 ③憩いの場・コミュニティを充実するため、待つ空間・時間を使える空間（自由に使える空間）

として活用します。 

 


